
大学の教育研究上の目的

キリスト教の精神によって人間教育を行い、酪農の科学と実際並びに高度の学術を教育・

研究し、もって神を愛し、人を愛し、土を愛する三愛の精神に徹する有為な社会人及び指導

者を養成することを目的とする。

１ 農食環境学群は、酪農学園創立の基本精神に基づき、生物資源の循環・再生、食料の生

産・加工及び流通・消費並びに食と健康、さらに農業を含めた環境に関する専門分野にお

いて、それらが有機的に関連するよう体系づけられた学群であり、農学とその関連科学の

教育・研究によりフードシステムの持続的発展と自然環境の保全並びに農食文化の進展

に貢献することを目的とする。

（１）循環農学類は、農業を基礎科学的かつ実践的に探究し、社会における農業の意義を正

しく理解し、安全な食料の持続的供給を可能とする資源循環型農業を実現するための

幅広い知識と技術を修得 した人材を養成する。

（２）食と健康学類は、本学の基本理念である実学教育を通して、食の生産、加工・製造、

流通ならびに健康に関する幅広い知識と技術を修得するとともに、食と健康に関する

総合的な判断力を培い、社会に貢献できる人材を養成する。

（３） 環境共生学類は、環境に関する基礎科学の学びと実践的な学びを通して、現象を客

観的に解析する技術や知識を修得するとともに、問題解決に向けた総合的な判断力を

培い、自然と人が調和・共 生する社会の形成に貢献できる人材を養成する。

２ 獣医学群は、酪農学園創立の基本精神に基づき、獣医学、獣医保健看護学とその関連科

学の総合的な教育・研究により、生命・自然を尊ぶ豊かな人間性を育み、人類と動物の

福祉及び動物・人・環境の調和と共存 に具体的に貢献するための学群であり、専門知識・

技術及び総合的な判断力を有する人材を養成し、国際的視野に立って動物と人の健康保

持と食料の安定供給及び環境保全に寄与することを目的とする。

（１）獣医学類は、獣医学及びその関連分野における高度な知識と技術を修得し、実践的な

産業動物、伴侶動物、公衆衛生関連獣医師を育成し、わが国の獣医療や食の安全及び動

物の福祉ならびに生命科学における先端的研究を推進できる人材を養成する。

（２）獣医保健看護学類は、獣医学に関する基礎知識と動物看護学に関する専門知識を修得

させ、動物栄養、動物行動及び動物理学療法に関する高度な教育を行い、幅広い獣医保

健看護領域の業務を担える人材を養成する。


